
◆ 腎細胞癌
作成日： 2023/07/19

抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 オプジーボ(240)+カボザンチニブ 14 中等度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 240mg/body 点滴静注 day1

カボザンチニブ 40mg/body 経口 day1-14

備考

レジメン名 オプジーボ【480】+カボザンチニブ 28 中等度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 480mg/body 点滴静注 day1

カボザンチニブ 40mg/body 経口 day1-28

備考

レジメン名 オプジーボ+ヤーボイ 21 最小度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 240mg/body 点滴静注 day1

イピリムマブ 1mg/kg 点滴静注 day1

備考

レジメン名 キイトルーダ(200)+アキシチニブ 21 最小度投与間隔 催吐リスク

ペムブロリズマブ 200mg/body 点滴静注 day1

アキシチニブ 10mg/body 経口 day1-21

備考 アキシチニブ5mg　1回1錠　1日2回内服(連日)

レジメン名 キイトルーダ(200)+レンビマ 21 最小度投与間隔 催吐リスク

ペムブロリズマブ 200mg/body 点滴静注 day1

レンバチニブ 20mg/body 経口 day1-21

備考 レンバチニブ：20mg/日　内服(連日)

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 キイトルーダ【400】+アキシチニブ 42 最小度投与間隔 催吐リスク

ペムブロリズマブ 400mg/body 点滴静注 day1

アキシチニブ 10mg/body 経口 day1-42

備考 アキシチニブ5mg　1回1錠　1日2回内服(連日)

レジメン名 キイトルーダ【400】+レンビマ 42 最小度投与間隔 催吐リスク

ペムブロリズマブ 400mg/body 点滴静注 day1

レンバチニブ 20mg/body 経口 day1-42

備考 レンバチニブ：20mg/日　内服(連日)

レジメン名 バベンチオ+アキシチニブ 14 最小度投与間隔 催吐リスク

アベルマブ 10mg/kg day1

アキシチニブ 10mg/body 経口 day1-14

備考 前投薬：カロナール(200) 3T、レスタミン(10) 3T
アキシチニブ5mg　1回1錠　1日2回内服(連日)

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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